
東京都一 区福祉事務所による2. 17新宿アオカン
（野宿）労働者叩き出しに抗議する

禾ム達のナこ大ニカ1、 Xプ）幸

94年2月17日 東京都、 新宿区、 新宿警察が一体となった「撤去 、 追い出し 、 フェンス
はり工事 、 街頭相談」に対する監視活動

18日 23区福祉事務所に対する電話アンケ ー ト

19日 緊急新宿バトロ ー ル（出会った仲間約150人）

21日 日雇全協・山谷争議団とともに東京都、 企画審議室 、 福社局、 建設局、
新宿区福社事務所に対し 、 抗議文を叩き付ける。 及び 、 新宿駅西日通路
にて情宣活動
同日、 記者会見にて「声明」を発表

22日 緊急渋谷パトロ ール

23日 大田寮に収容されている仲間に対するピラ入れ行動
同日緊急高田馬場 、 池袋バトロ ー ル

24日 新宿パトロ ー ル（出会った仲間約320人）

25日 新宿駅西口通路で情宣活勁
「撤去作業」に対する抗議行動

日雇全協・山谷争議団とともに建設局に対する「奪った荷物を返せ！」
行動 、 福社局弾劾行動
同日夜 渋谷•原宿生命と権利をかちとる会『「追い出し」と闘う合同
会議』に合流
同日夜 緊急東京 、 銀座パトロ ール

27日 山谷 、 上野パトロ ール、 ピラ入れ行動

3月1日 大田寮に収容されている仲間に対するピラ入れ行動

3日 新宿パトロ ール（出会った仲間約420人）

4日 新宿駅西口通路で情宣活動
日雇全協・山谷争議団とともに新宿区福社事務所に対する「一時しのぎ
の収容をするな！きちんとした生活保護をよこせ」行動、 福祉事務所に
対する要求書を提出。 および、 東京都建設局と 、 東京都知事鈴木に対す
る「奪った荷物を返せ！」行動
同日夜 渋谷•原宿生命と権利をかちとる会『I追い出し」と闘う合同
会議』に合流

5日 山谷、 上野パトロ ール、 ピラ入れ行動

7日 大田寮に収容されている仲間に対するピラ入れ行動
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山谷労働者福社会館・人民パトロ ール班
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新宿アオカン（野宿）労働者叩き出し
し二匂、I一うる 「声口月」

山谷労働者福社会館・人民パトロ ール班

マスコミの報道で明らかなように 、 去る 、 2月17日 、 東京都·企画審議室 、 福社局 、 建

設局と新宿区福社事務所 、 新宿菩察合同による 、 新宿西口地下通路で生活するアオカン

（野宿）労働者に対する追い出し 、 荷物の撤去 、 それと同時に地下通路全域に及ぶ「環境

整備工事」の着手 、 及び 、 「街頭相談」実権による大田寮への大量収容が行われました。

新宿駅からのアオカン（野宿）労傷者の一掃を狙ったこの計画的組織的「叩き出し作戦」

は 、 アオカン（野宿）労働者の人権を燕視したまったく一方的なものであり 、 追い出し、

寝床を奪い 、 一時的に施設に収容すれは事足りんとする 、 行政責任（保護責任）を放棄し

た 、 弥縫策でしかないものです。 すでに 、 福社事務所の現場では「これじゃ、 追い出しと

いわれてもしようがないl 「新宿のやりかたはひどい」という声が多数上がっており 、 そ

の当事者さえ 、 正当性を主張できない代物でしかないのです。 マスコミ報道によれば 、

「人命保護と環境美化の措置」であると都の職員は語っているようですが 、 突然 、 菩察を

先頭に大挙して押し掛け「ここからどけ！荷物をどかせ！」と頭ごなしにどなりつけ 、 ダ

ンポー ルや荷物を強制的に撤去する 、 このどこが 、 人命保護なのでしょうか。 一週間だけ

施設に放りこみあとは勝手にどっかへ行けとする収容策のどこが人命保護なのでしょうか。

このように「弱者」を踏み付けにしたあとに作る花壇なるもののどこが 、 環境美化なので

しょうか。 それは 、 行政の汚さを隠蔽する花でしかありません。

新宿のアオカン（野宿）労慟者は 、 建設産業のみならず 、 他産業から様々な理由で 、 ア

オカン（野宿）へと追い込まれた種々な層で楕成され 、 それでも 、 かなりの横のつながり

をもって、 苦しいながらも 、 力強く生活していました。 この共同性を一方的に奪い 、 一人

一人孤立させ、 結局は野たれ死にへと追い込もうとする 、 この新宿のやり方には 、 ーかけ

らの正当性もありません。

私達は強く今回の当該官庁による諸「事業」に抗識します。 また 、 この事態が全都的に

広がることを強く憂窟します。
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私達、 山谷労働者福祉会館・ 人民パトロ ー ル班は 、 山谷地域を軸に 、 都下全域に広がっ

ているアオカン（野宿）労働者に対するパトロ ー ル活動 、 炊き出し 、 対福社事務所行動な

どを山谷労働者と共にたたかってきました。 私達の調査では 、 現在 、 山谷｀ 浅卒 、 上野な

ど山谷地域で約800名 、 新宿 、 渋谷などその他の地域で約700名、 合せて都内だけで1500

名以上の労働者がアオカン（野宿）を強いられています。 これは昨年の比では1. 5倍 、 一

昨年の比では3倍の数です。ー小況の深刻化の中 、 都内各地の寄せ場から仕事が減り 、 駅手

配（闇手配）での仕事を求めて都内各地を転々と 、 アオカン（野宿）をしながら移動して

いる日雇層労働者がいかに多いかが 、 この数字から明らかだろうと思います。 この多くの

労働者の大半は好き好んでアオカンしている訳ではありません。 里層的労務下請構造の末

端に位置し 、 低賃金 、 強労慟のなかこき使われながら 、 仕事がなくなると真先に首を切ら

れるその構造の中 、 資本に使い捨てられた結果として 、 彼等はアオカン（野宿）へと追い

込まれているのです． しかも 、 行政は失業対策 、 仕事の保障も行なわず 、 また、 正当な権

利としてある生活保護法の適用すら積極的に行なわず 、 放置してきた結果として 、 現在の

状態があるのです。

このことを全く認識もせず 、 ただ 、 力まかせに 、 追い散らせ、 分散させ 、 孤立させ、 野

たれ死なせていく行政の動きが 、 排外的な社会風潮を形成させていくことは明らかです。

すでに隅EF1公園や浅草では 、 中 、 高校生によるアオカン（野宿）労働者の襲撃が後を断た

ずに起こっています． このような社会風潮に対しても我々は苦告を発していきます。 新宿

の例が、 全都的に行われ 、 それを市民が 、 無批判に受け止めたらどうなるのか？想像する

だけでも背筋が寒くなります。

東Jk都・新宿区は今回のr叩き出し」の責任を取れ！

二度とこのような「叩き出し」を行うな！

東京都はアオカン（野宿）労働者の当然の権利を認めろ！

1994年2月20日

（文責 笠井 和明）








